
規制改革会議医療タスクフォース

「レセプトオンライン化に対応した審査業務効率化の状況について」
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○ レセプト数の増加（20年度は約９億件へ）

○ また、医科の診療科は３６あり、診療科ごとの

○ レセプトには医科、DPC、調剤、歯科の４種類

資料１：紙レセプト審査の課題

○ 高齢者の割合が増加しているが、高齢者は
レセプトの情報量が多い

○ 入院レセプトは検査・治療内容が豊富なの

で点検や審査に時間がかかる

あり、これらに対応した審査体制が必要

審査体制が必要

○ 算定ルールの数が年々多くなり、レセプトの
数も増加している中で、誤った算定ルールを
見つけ出し処理する取組みが必要

○ 連合会ごとに業務処理のやり方が異なる



国保の画面づくりのコンセプト

留意点

① みやすさ・操作性

② IT技術の取入れ

③ 国保レセプトに対応

④ 審査委員会の意見を尊重

○紙での審査のやり方を画面で

○ペーパレス化を実現する

できるようにする



資料２：電子レセプトの請求状況（全国計） （百万件）

平成２０年６月請求分
医科電子レセ請求率

３７．１ ％

調剤電子レセ請求率
８５．９ ％
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電子レセプトの請求状況（病院・診療所別）

診療所電子レセ請求率
２３．４％

病院電子レセ請求率
６２．９％
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資料３：国保の画面システムの開発状況

外来画面

入院画面

ＤＰＣ画面

調剤画面

歯科画面

レセプトの種類
15.11 17.3 18.2 18.4 19.10 20.7 20.10 21.320.5

５.２億件

０.２億件

２.８億件

０.８億件

７.５兆円

９.８兆円

３.４兆円

１.２兆円

平成２０年度推定

（食事含む）



資料４：画面システムの主な機能一覧表（医科）

疑義付せん確認審査後処理めくり機能めくり設定ＤＰＣ診断群分類別配分

返戻返戻メモ欄入院二画面診療科単位配分

査定後計算査定後計算所見欄
電子
審査録

入院二画面手動・自動配分配分

一行査定

査定

連合会抽出、個人抽出

抽出

疑義付せん理由登録

システム
管理

審査依頼審査依頼注射薬、輸血、手技、内服薬日計表配分表設定

疑義付せん貼付特定器材二画面用診療科設定

点検医薬品進捗管理・履歴管理

算定ルールエラー処理診療行為

集計

高点数診療科設定

事務点検エラー処理

審査事務
共助

算定ルールの一部算定ルール診療科設定

業務管理

一連行為査定・ 医薬品レセプト一覧

・ 複写・ 診療行為医療機関一覧

・ 回数・ 傷病名、ＩＣＤメニュー画面

立ち上げ

・ 数量・ 請求点数画面表示設定（管理画面）

・ 訂正・ 患者資格区分設定

・ 削除医療機関ごとの抽出返戻・請求どおり理由登録

・ 日計表数量査定電子審査録医療機関単位・診療科単位配分

・ 日計表総量査定・ リハビリ審査委員・職員配分

日計表からの査定・ 画像診断医療機関別区分区分

・ 回数・ 検査ＤＰＣ二画面

・ 訂正・ 手術・ 操作画面

・ 削除・ 処置・ 情報集約画面

集計欄からの査定参照情報入院二画面（高点数入院）

・ 薬剤料逓減薬理作用情報一画面（外来、低点数入院）

画面表示

・ 検査逓減連合会資料パスワード変更

・ 画像診断合算Ｑ＆Ａ集休憩設定

・ 一部回数減医薬品集色・フォント設定

個人設定

・ 訂正点数表

参考情報

自県分レセプト一覧

・ 削除・ 特定器材他県分レセプト一覧

機能機能機能



資料５：レセプト業務の流れ（概略図）
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資料６：画面を利用した医科電子レセプトの処理状況

（平成19年3月審査）

（平成20年10月審査）
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